
●催しは予約制です 

地 震 

 ３月１１日（金）に発生した

東日本大震災。亡くなられた方

の ご 冥 福 を お 祈 り す る と と も

に、被災された方々にお見舞い

申しあげます。 

 府中市立図書館でも、中央図

書館で多くの視聴覚資料や図書

が落下しました。残念ながら、

落ちたショックで割れてしまっ

たＣＤもあります。また、地区

図書館でも、資料の落下や利用

者の避難などがありました。幸

いにも、けがをなさった方がい

らっしゃらなかったことに安堵

いたしました。 

 さて、中央図書館は平成１９

年１２月にオープンしましたの

で、最新の建築物であり、もち

ろん耐震に考慮したものになっ

ています。地区図書館を含む文

化センター等でも計画的に耐震

工事を実施しています。また、

館内の書架等も耐震留めをして

います。利用者からのご指摘で

耐震留めを追加した部分もあり

ます。これらのことで、震度５

弱の大地震後も、再開できたと

思っています。 

 しかし、原発問題から電力丌

足という新たな問題が発生し、

計画停電により開館時間の短縮

や臨時休館等、利用者の皆様に

もご迷惑をおかけしました。引

き続き、節電のため照明を間引

きしたり、館内の設定温度を上

げたりとご丌便をおかけしてい

ます。 

 今後、夏に向けてさらに厳し

い状況が予想されますが、節電

に一層心がけ、開館していきた

いと存じます。 

                    

館長補佐  坪井 茂美 

中 央 図 書 館 の 行 事 予 定  

片町図書館は、昭和６２年に開設されました。府中市のほ

ぼ中央に位置し、京王線・JR線の分倍河原駅から北へ徒歩３

分ほどの便利なところにあります。 

建物４階にある館内は明るく、ゆっくり本に親しんでいた

だけます。 

お買い物や散策のついで

にぜひ、お立ち寄りくだ

さい。 

7 月 16日(土) 自分でさがせるOPACの使い方教室 

23日(土) しかけ絵本の作り方教室 

27日(水) 図書館探検隊 

30日(土) 図書館員体験ツアー 

 

 

 

  

所在地 府中市片町2－17 

片町文化センター4階   

電話 ０４２－３６８－７１１７  

開館時間 午前９時～午後

５時 
（休館日は、図書館で配布してい
る図書館カレンダーでご確認くだ
さい） 

蔵書数 約３万７千冊 
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「子ども向けの郷土資料って、少ないよね。せっかくふるさと府中のこ

とを調べに来てくれたのに…」との職員の悩みから誕生したシリーズで

す。子どもにもわかりやすい文章で、府中の歴史や地誌を紹介した資料

で、関連図書のリストも載っています。第

1号 は「大 國 魂 神 社 の 七 丌 思 議」で

す。各館のカウンターで配布、また

はホームページに掲載していますの

で、ご活用ください。もちろん大人

の方もどうぞ。今後こんなテーマを

取り上げてほしい等のご意見をどしど

しお寄せください。 

ホームページは、図書館

の を

開いてね。「府中について

知る」にのっているよ。 

こども府中はかせ  

～大國魂神社の七不思議～ 1 

片町図書館 

内 図 書 館 め ぐ り 市 

お問合せ 

 

■科学あそび 
「ぼくもわたしも 
 カミナリさま 
～カミナリカードをつくろう～」 
 
  

▽日時  8月26日（金） 

      午後2時から4時 

▽講師  坂口美佳子先生 

      （科学読物研究会会員） 
▽場所  ルミエール府中 

       1階会議室 

▽対象  小学生 40名 

▽持ち物 鉛筆、はさみ 

▽お申し込みは7月21日（木）以降にな 

       ります。 

そ の
2 お 知 ら せ 

府中市立中央図書館 
〒183－0055  
府中市府中町2－24 
TEL 042-362-8647 
ホームページアドレス  
http://library.city.fuchu.tokyo.jp 

8 月  7日(日) 朗読だから面白い！真夏の怪談話 

21日(日) 図書館探検隊 

24日(水) 図書館員体験ツアー 

26日(金) 科学あそび 

27日(土) 自分でさがせるOPACの使い方教室 

9 月 24日(土) 自分でさがせるOPACの使い方教室 

25日(日) 図書館ガイドツアー 

 

■夏休み読書 
キャンペーン 
「この本よんだかい？」 
 
  

▽期間 7月21日（木）から8月31日（水） 

▽場所 中央図書館３階 じどうしつ 

▽内容 子どもたちに本の形のカード

に好きな本のことを書いても

らい、じどうしつに掲示しま

す。参加者には、“ぬり絵は

がき”のプレゼントがありま

す。（プレゼントの配布は午

前９時～午後６時まで）あわ

せて、小中学生向け「夏休み

のおすすめ本」の展示、

貸出、リストの配

布も行いま

すので、ぜ

ひご覧くだ

さい。 

その
１ お 知 ら せ 

夏休みのイベントのお知らせ 
 

 昨年開催した「しかけ絵本の作り方教室」

を、今年も嵐田康平氏(日本初のしかけ絵本専

門店「メッゲンドルファー」経営）の指導のもと、7

月23日（土）に開催します。 

 同じく昨年好評で、暗闇の中ライトの演出

がちょっと怖い朗読会、「真夏の怪談話」も

お話を新たに、実力

者集団のこうばこさん

の出演で8月7日（日）

に開催します。 

 夏休み恒例の「図

書館探検隊」と「図書

館員体験ツアー」も行

います。 

 ぜひご参加ください。 
 

 

 

たたんだ紙から花や
ひよこが飛び出して
きます。 

 

子どもたちは自由な発想の作

品、大人たちはこだわりの逸品

が制作されました。 



  

 

 

●中央図書館 

日時／ 
①7～9月の毎週木曜日 

 午後３時半～４時 

②7月2日、8月6日 

 9月3日（土曜） 

 午前11時～11時半 

対象 ／３歳～小学生 

（保護者同伴可） 
 

 

●地区図書館  

日程／ 

押立・宮町図書館   

   ――――7月6日、8月3日、9月７日（水曜） 

四谷図書館――7月7日、8月4日、9月1日（木曜） 

是政図書館――7月14日、8月11日、9月8日（木曜） 

白糸台・西府・新町図書館 

   ――――7月13日、8月10日、9月14日（水曜） 

片町図書館――7月20日、8月17日、9月21日（水曜） 

武蔵台図書館―7月21日、8月18日、9月15日（木曜） 

住吉・紅葉丘―7月27日、8月24日、9月28日（水曜） 

生涯学習センター図書館 

   ――――7月27日、8月24日（水曜） 

時間と対象 ／午後３時半～４時／３歳～小学生 

      （保護者同伴可） 

 
 

 １・２歳児と保護者が対象の「ちいさい子の 

 ためのおはなし会」も実施しております。 

 

●中央図書館 

日時／7～9月の第2・4木曜日 午前10時半～11時 
 

●地区図書館 

日時／7～９月の各地区図書館おはなし会の日程と同じ  

午前10時半～11時  

※ただし四谷図書館は7～9月の第１水曜日 午前10時半～ 

11時 （おはなし会の日程と異なります） 

中央図書館・地区図書館で、 

絵本や昔話の読み聞かせを行っております。 

 

7  9 月～  月 

ご 案 内  

夏の 

おたのしみお話し会も 

あるよ♪ 
 

★たっぷり1時間の、いつもよ 

りも長いおはなし会です★ 
 

日時／8月4日（木） 

 午後３時半～４時半 

会場 ／中央図書館 

対象 ／３歳～小学生 

（保護者同伴可） 

 昨年、郷土資料担当の元に１枚の写真が

届きました。異国の子ども達と一緒に写っ

ているのは若き日の大賀博士です。写真の

裏には「２３－ＶＩＩ－１９１５ 南洋サイ

パン島ニテ 大賀一郎」と書かれています。 

 ところが年譜では博士が南洋諸島の見学

調査に行ったのは１９１４（大正３）年に

なっています。謎を解くべく調査を始めま

した。 

『八高五十年誌』に「八高回顧」という

博士本人が寄せた文章があります。そこに

は「大正三年七月に全国高等学校の学生と

共に、私も八高の学生八人許りを伴のう

て、海軍御用船加賀丸で旧独領南洋諸島に

航したのもよい思い出であった。」と年譜

と同じ年月が記述されていました。八高は

名古屋大学の前身校です。 

１９１４（大正３）年とは日本海軍が

１０月に旧独領南洋諸島を占領した年で

す。だとすれば同じ年の７月に南洋諸島へ

行ったとは考えにくい。『八高五十年誌』

に書かれていた「大正三年七月」の記述は

ご本人の記憶違いではないかと考えまし

た。しかし、それだけではなく決定的な証

拠が欲しい。 

そ こ で、活 躍 し た の が『読 売 新 聞』や

『朝日新聞』の大正期の記事が検索できる

データベース。ここに「加賀丸」「南洋」な

どのキーワードを入れてみると１９１５（大

正４年）に関連記事を５件発見しました。 

これにより、謎解きの結果は、写真の裏

の年号（１９１５年）が正しいということ

になりました。これまで流布している年譜

は知る限り、間違いだったということにな

り、新発見へとつながりました。 

 ３２歳の時に生徒を引率しての南洋旅行

（総勢生徒１３０名、教員１２名）。若か

りし頃の博士も高校生と共に約２ヶ月の南

洋の旅を大いに驚きを持って、楽しんだの

ではないでしょうか。 

調査を進めるうちに、写真を

ご寄贈下さった、長野種俊氏の

祖父である長野菊次郎氏（名和

昆虫研究所所員）と八高教鞭時

代の大賀先生が交流があったと

判明しました。 

ご存知ですか？地区図書館の雑誌リサイクル 
 

中央図書館をご利用のみなさまにはおなじみの「雑誌リサイクル」。地区図書館でも中央図書館と同じく保存

年限を過ぎた雑誌を市民のみなさまにご活用いただきたく、年１回コーナーを設けてご提供しています。雑誌に

より保存の年限が違いますので、各地区図書館へお問い合わせください（不明・紛失等により欠号があります）。 
 

【開設日時】平成２３年７月１０日（日）から 午後１時～４時 

【開設場所】各地区図書館にお問い合わせください。 

 ２日目以降は、７月２４日（日）までの２週間に各館内で残りの資料をブックトラックにてご提供。 

 なくなり次第終了となります。 

【持帰り冊数】おひとり１２冊まで。手さげ袋をご持参下さい。 

 特に初日の特設会場では混雑しますので、貴重品にはご注意ください。 

 また、お持ち帰りになった雑誌を処分する場合は、各自治体のごみ回収ルールに従って処分して 

 くださるようお願いいたします。 

１

枚

の 
 

 

写

真

よ

り 
 

大賀一郎博士の 

南洋旅行は 

いつ？ 
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晩年を府中で過ごされた大賀一郎博

士は、2000年以上前のハスの実から

花を咲かせたハス博士として 

有名です。 

大賀ハスは市内の 

修景池等でご覧 

になれます。 


